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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第50期

第３四半期連結
累計期間

第51期
第３四半期連結
累計期間

第50期

会計期間

自平成22年
４月１日
至平成22年
12月31日

自平成23年
４月１日
至平成23年
12月31日

自平成22年
４月１日
至平成23年
３月31日

売上高（千円） 35,102,12437,805,78945,705,327

経常利益（千円） 1,078,5651,188,2341,238,007

四半期（当期）純利益（千円） 486,112 590,321 563,549

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
447,749 577,709 515,587

純資産額（千円） 8,378,1838,886,5408,445,995

総資産額（千円） 39,566,29242,177,15338,553,222

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
35.52 43.14 41.18

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 21.2 21.1 21.9

　

回次
第50期

第３四半期連結
会計期間

第51期
第３四半期連結
会計期間

会計期間

自平成22年
10月１日
至平成22年
12月31日

自平成23年
10月１日
至平成23年
12月31日

１株当たり四半期純利益金額

（円）
24.39 14.40

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。　

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。　

４．第50期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

　

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。　

（１）業績の状況

　当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、東日本大震災の影響により依然として厳しい状況にあり、ま

た、先行きは円高の急速な進行や欧州諸国の政府債務危機を背景とした世界的な景気後退の懸念等により、不透明

な状況が続いております。

　ホームセンター業界におきましては、市場規模の飽和状態に加え、商材の拡大等により業態の垣根は低くなってお

り、異業態を含めた競争が激化しております。

　このような状況の中、当社グループは、ホームセンターは地域社会のインフラであり、「困ったときに頼りになる

店」を目指し、お客様のニーズに合った魅力ある売場づくりを推進すべく、品揃えの拡大や新商品の早期導入を徹

底し、定番商品の活性化を基本とした売場改革を継続しました。

　販売の状況につきましては、当第３四半期においては、平成23年９月に発生した台風15号の影響により補修関連商

品が大きく売上を伸ばしました。しかしながら、暖かい天候が続いたため、季節商品は低調に推移しました。

　また、グループ全体の重要部門として注力しておりますリフォーム部門は、多岐に亘るお客様のニーズを取り入

れ、専門性の高い幅広い提案を行うことで他社と差別化を図り、一段の強化に取り組みました。

　当第３四半期における店舗の状況としましては、平成23年10月静岡県富士市にホームファッション専門店「casa

アピタ富士吉原店」をオープンいたしました。これにより専門店事業は19店舗となりました。　

　以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は37,805百万円（前年同期比7.7％増）営業利益は1,418百万円

（同0.8％増）経常利益は1,188百万円（10.2％増）四半期純利益は590百万円（同21.4％増）となりました。

　

セグメントの業績は、次のとおりであります。

　ホームセンター事業は、新規出店の影響により、来店客数及び売上数量が前第３四半期連結累計期間に比べ増加

し、売上高は34,340百万円（同7.1％増）となりました。その結果、売上総利益が増加したことによりセグメント利

益（営業利益）は1,070百万円（同10.3％増）となりました。

　専門店事業におきましても、ホームセンター事業と同様に、新規出店の影響により来店客数及び売上数量が前第３

四半期連結累計期間に比べ増加し、売上高は2,699百万円（同9.7％増）となり、セグメント利益（営業利益）は141

百万円（同26.2％増）となりました。　

　

（２）財政状態の分析　

　当第３四半期連結会計期間末における総資産は、42,177百万円となり前連結会計年度末に比べ3,623百万円の増加

となりました。これは主に現金及び預金の増加2,071百万円、商品の増加628百万円、有形固定資産の増加874百万円

によるものであります。

　負債合計は、33,290百万円となり前連結会計年度末に比べ3,183百万円の増加となりました。これは主に支払手形

及び買掛金の増加1,961百万円、長短借入金の増加1,359百万円によるものであります。

　純資産合計は、8,886百万円となり前連結会計年度末に比べ440百万円の増加となりました。これは主に利益剰余金

の増加453百万円、その他有価証券評価差額金の減少12百万円によるものであります。
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（３）事業上及び財務上の対処すべき課題　

　　　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

（４）研究開発活動　

　　　該当事項はありません。

（５）主要な設備

　前連結会計年度末において計画中であった主要な設備の新設、休止、大規模改修、除却、売却等について、当第

３四半期連結累計期間に著しい変動があったものは、次のとおりであります。

新規出店

　ホームセンター事業において、前連結会計年度末に計画しておりましたベイドリーム清水新設工事は、平成

23年４月に完了し、同月より営業しております。　

　　　　　

EDINET提出書類

株式会社エンチョー(E03109)

四半期報告書

 4/17



第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 24,000,000

計 24,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成23年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年２月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 13,714,995 13,714,995

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ　

（スタンダード）　

単元株式数

1,000株　

計 13,714,995 13,714,995 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高

（千円）

平成23年10月１日～

平成23年12月31日
－ 13,714,995 － 2,902,954 － 3,435,559

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成23年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。　

①【発行済株式】

 平成23年12月31日現在

区　分 株式数（株） 議決権の数（個） 内　　容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）

（自己保有株式）

普通株式　　　　32,000　　　　　

　　　

－ －

完全議決権株式（その他）
普通株式　　13,624,000　　　

　　　　　
13,624 －

単元未満株式 普通株式　　　　58,995　　　 － －

発行済株式総数 13,714,995 － －

総株主の議決権 － 13,624 －

　

②【自己株式等】

 平成23年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％）

株式会社エンチョー
静岡県富士市中央
町２丁目12番12号

32,000 － 32,000 0.23

計 － 32,000 － 32,000 0.23

　（注）　当第３四半期会計期間末における自己株式数は32,719株であります。

２【役員の状況】

　該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成23年10月１日から平成

23年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,564,125 4,635,607

受取手形及び売掛金 777,550 987,539

商品 8,512,781 9,141,650

仕掛品 14,528 60,138

貯蔵品 8,333 12,050

繰延税金資産 172,906 108,880

その他 524,856 504,296

貸倒引当金 △10,423 △11,711

流動資産合計 12,564,660 15,438,451

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 5,244,056 8,081,137

土地 11,638,683 11,638,683

建設仮勘定 2,313,948 29,598

その他（純額） 538,263 860,424

有形固定資産合計 19,734,951 20,609,843

無形固定資産 93,424 92,434

投資その他の資産

投資有価証券 705,947 685,976

長期貸付金 1,596,710 1,517,816

敷金及び保証金 2,773,255 2,737,210

繰延税金資産 473,442 425,311

その他 690,344 743,276

貸倒引当金 △79,514 △73,166

投資その他の資産合計 6,160,185 6,036,424

固定資産合計 25,988,562 26,738,702

資産合計 38,553,222 42,177,153

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 7,023,158 8,984,178

短期借入金 4,366,656 6,866,347

未払法人税等 472,504 181,762

店舗閉鎖損失引当金 － 47,553

その他 3,731,773 2,911,003

流動負債合計 15,594,093 18,990,845

固定負債

社債 598,800 1,302,200

長期借入金 10,674,816 9,534,921

退職給付引当金 819,589 826,490

資産除去債務 118,471 274,966

その他 2,301,456 2,361,189

固定負債合計 14,513,134 14,299,767

負債合計 30,107,227 33,290,613
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,902,954 2,902,954

資本剰余金 3,435,559 3,435,559

利益剰余金 2,123,717 2,577,213

自己株式 △14,150 △14,488

株主資本合計 8,448,080 8,901,238

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △2,085 △14,697

その他の包括利益累計額合計 △2,085 △14,697

純資産合計 8,445,995 8,886,540

負債純資産合計 38,553,222 42,177,153
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

売上高 35,102,124 37,805,789

売上原価 25,100,393 26,982,657

売上総利益 10,001,731 10,823,132

営業収入 326,502 831,813

営業総利益 10,328,234 11,654,945

販売費及び一般管理費 8,921,069 10,236,205

営業利益 1,407,164 1,418,740

営業外収益

受取利息 30,383 28,708

受取配当金 10,380 10,686

その他 27,333 41,234

営業外収益合計 68,097 80,629

営業外費用

支払利息 225,695 249,496

シンジケートローン手数料 125,566 26,196

その他 45,435 35,442

営業外費用合計 396,696 311,135

経常利益 1,078,565 1,188,234

特別利益

受取保険金 － 8,392

特別利益合計 － 8,392

特別損失

減損損失 150,212 1,049

出店計画中止損失 8,080 4,761

店舗移転損失 － 3,773

店舗閉鎖損失 8,475 －

店舗閉鎖損失引当金繰入額 － 47,553

災害による損失 － 18,900

投資有価証券評価損 － 21,237

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 61,295 －

特別損失合計 228,063 97,275

税金等調整前四半期純利益 850,502 1,099,351

法人税、住民税及び事業税 311,312 396,683

法人税等調整額 53,076 112,346

法人税等合計 364,389 509,029

少数株主損益調整前四半期純利益 486,112 590,321

四半期純利益 486,112 590,321
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 486,112 590,321

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △38,362 △12,612

その他の包括利益合計 △38,362 △12,612

四半期包括利益 447,749 577,709

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 447,749 577,709

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂

正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基

準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

前連結会計年度
（平成23年３月31日）

当第３四半期連結会計期間
（平成23年12月31日）

　１　偶発債務

　　　保証債務

　下記の連結会社以外の会社の金融機関よりの借入に

対し債務保証を行っております。

(会社名) (金額)  

㈲ＴＨエンタープライズ 270,000千円 

計 270,000 

　１　偶発債務

　　　保証債務

　下記の連結会社以外の会社の金融機関よりの借入に

対し債務保証を行っております。

(会社名) (金額)  

㈲ＴＨエンタープライズ 270,000千円 

計 270,000 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期連結累

計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。　

前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日　
至　平成22年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日　
至　平成23年12月31日）

減価償却費 376,022千円 減価償却費 672,303千円 
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日）

配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成22年５月24日

取締役会
普通株式 68,429 5.00 平成22年３月31日 平成22年６月23日利益剰余金

平成22年10月29日

取締役会
普通株式 68,427 5.00 平成22年９月30日 平成22年12月６日利益剰余金

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日）

配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成23年５月23日

取締役会
普通株式 68,414 5.00 平成23年３月31日 平成23年６月22日利益剰余金

平成23年10月28日

取締役会
普通株式 68,411 5.00 平成23年９月30日 平成23年12月５日利益剰余金

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

(単位：千円）　

 

報告セグメント
その他
（注１）

合計
調整額
（注２）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注３）　

ホームセン
ター事業

専門店
事業

計

売上高        

外部顧客への売上高 32,053,1262,461,06134,514,187587,93735,102,124 － 35,102,124

セグメント間の内部売
上高又は振替高

－ － － 2,339,3942,339,394△2,339,394 －

計 32,053,1262,461,06134,514,1872,927,33137,441,519△2,339,39435,102,124

セグメント利益 970,452111,7861,082,238202,0601,284,299122,8651,407,164

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、木材卸売事業及び情報処理・プロ

グラム開発事業等を含んでおります。　

２．セグメント利益の調整額の内容は以下のとおりであります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）　

 利益 金額

セグメント間取引消去 3,960

全社費用の配賦額の予算実績差異 118,904

合計 122,865

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失

（単位：千円）　

　 ホームセンター事業　 専門店事業　 合計　

　減損損失　 　150,172 　40 　150,212
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Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

(単位：千円）　

 

報告セグメント
その他
（注１）

合計
調整額
（注２）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注３）　

ホームセン
ター事業

専門店
事業

計

売上高        

外部顧客への売上高 34,340,6592,699,51937,040,178765,61037,805,789 － 37,805,789

セグメント間の内部売
上高又は振替高

4,853 － 4,853 826,752831,605△831,605 －

計 34,345,5122,699,51937,045,0311,592,36338,637,395△831,60537,805,789

セグメント利益 1,070,417141,0221,211,440105,7891,317,230101,5101,418,740

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメント等であり、木材卸売事業及び情報処理・プ

ログラム開発事業等を含んでおります。　

２．セグメント利益の調整額の内容は以下のとおりであります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）　

 利益 金額

セグメント間取引消去 474

全社費用の配賦額の予算実績差異 101,036

合計 101,510

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失

（単位：千円）　

　 ホームセンター事業　 専門店事業　 合計　

　減損損失　 　1,049 　－ 　1,049

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 35円52銭 43円14銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額（千円） 486,112 590,321

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 486,112 590,321

普通株式の期中平均株式数（千株） 13,685 13,682

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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２【その他】

　第51期（平成23年４月１日から平成24年３月31日まで）中間配当については、平成23年10月28日開催の取締役会に

おいて、平成23年９月30日の最終の株主名簿に記載された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたし

ました。　

（１）中間配当金の総額　　　　68,411千円

（２）１株当たり配当額　　　　５円00銭

（３）効力発生日　　　　　　　平成23年12月５日
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年２月10日

株式会社エンチョー

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 松本　正一郎　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 谷口　公一　　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社エン

チョーの平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成23年10月１日か

ら平成23年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年12月31日まで）に係る四半期

連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四

半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論　

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社エンチョー及び連結子会社の平成23年12月31日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。

　

利害関係　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管しております。　

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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